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資料

パーソナル・コンピュータ PC8801を

用いたインテリジェント。ターミナル

大型計算機センター

共同利用掛藤井 博

1. はじめに

日進月歩の技術革新に伴い、コンヒ°ュータも小型化し、それに反比例して処理能力が向上してき

ている。それに伴い利用者の処理傾向もセンターに足を運ばなくても、研究室に居ながら利用でき

るTSSが主流を占める様に変化してきている。一方、世の中は数年前から始まったマイコン・プー

ムで最近では、 ミニコンに優るとも劣らない様な機種が低価格で手に入る様になり、これを端末と

して使用している利用者も少なくないと思う。

特に最近では、 BASICが非常に強力になり（そのためBASICインタープリンタがバカデカ＜

なったが）数十行のステートメントでインテリジェント・ターミナルのプログラムが書ける様にな

ったのでここに紹介することにした。

2. 機器構成と機能

機器構成（表 1)は図 1のように構成した。 PC8801には、 TERMコマンドが用意されているが、

当センターで試したところ、表示が正常におこなわれず、まったく使いものにならなかった。せめて同じ

メーカのホストとはすんなり接続できる様にしておいてほしいものである。
（注1)

インテリジェント・ターミナルの機

能としては、次のようなものを考慮した。

(1) キャラクターディスプレイ・ター

ミナルとして動作すること。

(2) スクリーンエディッタが使用で

きること。

(3) 必要な時、ハードコヒ°ーがとれ

ること。

パーソナル・コンビュータ NEC PC8801 

カラーディスプレイ NEC PC8853 

8インチフロッビーディスク NEC PC8881 

5インチフロッピーディスク NEC PC8031-2W 

プリンター NEC PC8023-C 

音署カプラー

表 1. 構成機器

(4) ホストから送信されてくるデータを、フロッピーディスクに書き込めること。

(5) オフラインであらかじめ作ったフロッピーディスクの内容をホストのファイルに転送できること。

(6) 640 X 400 ドットのグラフィックディスプレイとして動作すること。

（注1) Naa-BASIC Version lylでは、 TERMコマンドが修正されACOSにも接続できる
様です。
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非常に欲張って6つ機能をすべて動

作するプログラムを、と考えて見たけれ

ど、最後のグラフィックディスプレイ機

能だけは、 BASICインタープリンタ

の悲しさか処理スピードが追いつかな

いのでこの機能を断念した。

さて、回線スピードであるが、 300

BPS以上のスピードで通信しようと思

うと、どうしても機械語でプログラム

を書かなければならない。ところがど

このメーカのパーソナル・コンヒ°ュー

タでも同じであるが、 I/0ポートアド

レスとか ROM内ルーチンのアドレス

PC8801 PC8031-2W 

図 1. システム構成

等は公開されていず利用者の手で解析するしか方法がないので、とりあえずBASICでプログラム

を書いた。そのため回線スピードは、 300BPSが限度と思われる。

3. プログラムの構成

三`）

Subroutine 
Package 

~ 
図2. フローチャート

大阪大学大型,lt釘湘機センターニュース

PC8801には、 10個のファンクションキー

があり各キーに最大15文字まで定義でき、ま

た各ファンクションキーを割込みキーとしても

使用できる。

今回のプログラムは、このファンクションキー

個々に機能を定義し、割込み動作させることによ

り、図 2のシステムフローチャートの様な非常

にスッキリしたプログラムとなった。

まず、スクリーンの大きさ等の設定、 RS232C

のオープン、各ファンクションキーの割込み処理先

の定義を行ない、そしてメインプログラムに入る。

メインプログラムでは、 RS232Cからの受

信、キーボードからの入力、ディスプレイ上へ

の表示、 RS232Cへの送信を行なう。フロッ

ビーディスク等の書き込み処理は、ファンクショ
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ンキーからの割込みにより、サプルーチンで処理する。

以下にプログラムを順に説明する。

10'Terminal progr・am for NEC PC8801 by H.FUJII 

20'Initial Set 

30 t,l I DTH 80 , 25: CONSOLE 0 , 25, 0 , 1 : COLOR 4 : PR I t・H CHRちn,HC):'Displa>'set
40 DEFINT A-Z:CR名=CHR名 (~HD> :LOGING=0 :DEL名=CHRも (~H7F) :LF名=CHR名 (~HA) :GS=0 

50 LISTING=0 :GDP=0 :GS名=CHR$(&HID) : ESC名=CHR名(&<HIB>:CAN名=CHR名(e,,H18):FF名=CHR冬<&HC>: 

ETB$=CHR名<&<H17) : E0名=CHRも(?,,HE0): H20$=CHR名(?,,H20> : H30$=CHR名(?,,H30):H40$=CHR名<&H40): U 

S名=CHR$(~H1F) :H16名=CHR名 <~Hl6>

60'RS232C open 
70 OPEN "com:E71 S" AS ttl:'RS232C initial set 

80'Function key set 

$'0 HELP 0卜l:KEY ON:STOP ON:'Activate al 1 function key:. and help l(ey 

100 ON HELP GOSUB 890:0M STOP GOSUB 650:0M ERROR GOTO 400 

110 ON KEY GOSUB 490,570,610,330,950,680,730,760,920,530 

行番号

10 コメント

20 コメント

説 明

30 ディスプレイを 1行80文字25行カラーモードにセットし画面をクリア。

40 

} AからZで始まる変数を整数型として定義し、定数を定義。
50 

60 コメント

70 RS232Cをファイルコード#1ランダムファイルとしてオープン。

ACOSと接続するには、 RS232Cを次の様に定義。

COM: E 7 1 S 

’’ーカナシフト 有効

: L_  ___  Xパラメータ 無効

I , し----—ストップビット 1ビット

: L.. ___—ーデータ長 7ビット

ピ―――ーパリティチェック 偶数(Even parity) 

80 コメント

90 回キー， Iファンクショ叶キー， 区団互ビlキーを割込み処理として定
義。

100 巨亘日キー押下， 区戸豆日キー押下，エラー発生時の処理先を定義。

110 ファンクションキー f。1 - f・lO 押下時の処理先を定義。
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120'Main pr・ogr-am 
130 K$=1NKEY名： IF K$="" THEN 230 
140'Send routine 
150 IF K$=CHRち(t,HID> THEN GOSUB 300:GOTO 130 
160 IF K名=CHR名 (~H8) THEN GOSUB 300:GOTO 130 
170 IF K念=CHR名 <~,HIC) THEM 130 
180 IF K名=CHR名 <~,HIE) THEN 130 
190 IF K$=CHR念 <~HIF) THEN 130 
200 COLOR 6:PRIMT K名；：COLOR 4:PRINT ttl,K$; 
210 IF LISTING THEN LPRINT K冬；
220'Receive routine 
230 IF LOC< D=0 THEN 130 
240 R$=IMPUT名<I, tt 1) 
250 IF R$=DEL冬 THEN 230 
260 PRINT R$; 
270 IF LOG ING THEN PRIHT tt2, R名；
280 IF LISTI NG THEN LPR IMT R$; 
290 GOTO 130 

行番号

1 20 コメント

説 明

130 キーボード入力のチェック。

140 コメント（メインループ内のコメントなので、出来れば無い方がよい。

150 ビ□ キー入力なら、バックスペース処理へ。
160 区亘1J+回］キー入力なら、バックスペース処理へ。
1 70 □キー入力を無効にする。

180 □］キー入力を無効にする。

190 □］キー入力を無効にする。

200 キーボード入力文字の画面表示と、ホストヘの送出。

210 ハードコヒ°ー指定があれば、プリント出力。

220 コメント（メインループ内のコメントなので、出来れば無い方がよい。

230 ホストからの受信チェック。

240 受信バッファーから 1文字入力。

250 DEL(16進 7F)コードの削除。

2 60 受信文字の画面表示。

270 フロッヒ°ーディスク書込み指定があれば、フロッピーディスク出力。

280 ハードコピー指定があれば、プリント出力。

290 メインループの先頭へ戻る。
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300'Back space routine 
310 PRINT tl11CHRま (~H8) ; : LOCATE POS(0) -I, CSRLIM 
320 PRINT " ";: LOCATE POS< 0) -1, CSRLIM I RETURN 
330'ed i t mode r ou t i n e 
340 Y=CSRLIM:X=POS(0) 
350 COLOR 6:LIME INPUT K名： COLOR 4 
360 PRINT t11,K$;CR名；
370 LOCATE X,Y 
380 RETURN 
390'Er・ror routine 
400 COLOR 2 
410 IF ERR=23 THEN PRINT "Line buffer overflow":GOTO 470 
420 IF ERR=62 OR ERR=56 THEN PRINT "Bad f i 1 e name": GOTO 470 
430 IF ERR=60 THEN PRINT "Disl{ space ful 1" :GOTO 470 
440 IF ERR=53 THEN PRINT "File not found":GOTO 470 
450 IF ERR=5 THEN PRINT "Back Space over":GOTO 470 
460 ON ERROR GOTO 0 
470 COLOR 4:RESUME 480 
480 RETURN 

行番号

300 コメント

説 明

310 ホストにBSコードを送出し、カーソル位置を 1文字分戻す。

320 画面に空白を表示し、カーソル位置を 1文字分戻す。

330 コメント

340 現在のカーソル位置を退避。

350 スクリーンエディットモード。

360 修正行 1行をホストに送出。

370 カーソル位置を、スクリーンエディットモード以前に戻す。

390 コメント

410 

420 

430 

440 

エラーが発生した時、エラーコードを調べ、画面に表示し、エラー発生の次のステー

トメントに戻す。

450 

460 上記のエラーコード以外のエラー発生の時、 PC8801 のエラーメッセージを画

面に表示。

470 エラー発生時の次のステートメントに戻る。
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4'7'(う '1og-on rc,u tine 
500 PR!MT tll,"名字もCOM,TSS",CR名；
510 F'R!HT "冬名おCON,TSS"
520 RETURl'I 

530'ter・menal mode end routine 
540 HELP OFF:KEY OFF:STOP OFF:CLOSE tit 

550 Ot-J Ef;;ROR GOTO 0 
560 Et,JD 
570's.end user--id and pas.s.wc,rd r・outine 
580 PR!MT ti 1, "KADAI BAl~GO 1名PASS,,IARD1" ; CR名；
590 PR I MT "KADA I BAl・,JGO 1" 
600 RETURN 
610 PR!HT ti 1, "KADA! BAMG02ちPASSHARD2";CRま；
620 PRINT "KADAIBANG02" 
630 RETURN 
640'send br・eal< routine 
650 COLOR 2:PRINT "br・eal<"; :COLOR 4 
660 FOR L,J=l TO 100:0UT~H21,&H3F:NEXT vl:OUT &H2l,~H37 
670 RETURH 

行番号 説 明

490 コメント 丘二［］キー押下により実行。

5 oo LOGONコマンドをホストに送信。この場合JIS端末としての LOGONにな

るので、英小文字を使用する時は、"$ $ $ CON, TSS,, ASC" に変更する。

530 コメント ロニ匝〕キー押下により実行。

54。 巨亘□キー, Iファンクショ叶キー， ビ旦エ亘］キーをリセノトし、 RS 
232C をクローズする。

550 エラー発生時の処理先をリセット。

570 コメント ビご□ キー押下により実行。
580 第 1課題番号とパスワードをホストに送信。

5 90 第 1課題番号を画面に表示。パスワードは表示しない。

610 第 2課題番号とパスワードをホストに送信。 ~ 三］キー押下により実行。

620 第 2課題番号を画面に表示。パスワードは表示しない。

640 コメント ビ旦〖圧］キー押下により実行。

650 画面に赤色で "break"を表示。

660 RS 232Cにプレーク信号を送信。
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680'wr-ite file open r-outine 
690 COLOR 2:It-lPUT "Enter-vJr-ite file name";F・$:COLOR 4 

700 IF F$="FILES" ORF名="files" THEM FILES:GOTO 690 

710 OPEN F名 FOROUTPUT AS ll2:LOGING=1 

720 RETURN 
730'Stop the wr-ite file r-outine 

740 COLOR 2:PRINT F名； " Fi le close" :COLOR 4 
750 CLOSE ll2:LOG!t-lG=0:RETURN 

760'Read fi 1 e open r-outine 
770 COLOR 2:IMPUT "Enter- r・ead file name";F冬：COLOR 4 

780 IF F$="FILES" ORF名="files" THEN FILES:GOTO 770 

790 OPEi-i F$ FOR INPUT AS ll2 
800 LIME IMPUT ll2 ,L名
810 IF EOF(2) THEM 870 

820 IF LOGING THEN 870 
830 PRINT L名： PRIMT lll,L名； LF名
840 IF LEFTも(L名， 6)="$名もEOF" THEN 870 
850 IF LISTING THEN LPRI~ff L名
860 GOTO 800 
870 PRINT L名： PR !MT ll I , L$; LF$: CLOSE 112: LOG lt•IG=0 : RETURN 

行番号 説 明

680 コメント ビ□日キー押下により実行。

690 受信データを書き込むフロッヒ°ーディスクファイル名の指定。

700 "FILES"を指定時は、フロッビーディスクのディレクトリーを表示。

710 フロッビーディスクオープン、フロッヒ°ーディスク書き込みスイッチオン。

730 コメント ビ□汀キー押下により実行。

740 ロキー押下により、オープンしたフロッヒ°ーディスクをクローズする。

760 コメント □□月キー押下により実行。

770 送信するデータが入っているフロッピーディスクファイル名の指定。

780 "FILES"を指定時は、フロッヒ°ーディスクのディレクトリーを表示。

790 フロッビーディスクオープン。

800 フロッビーディスクより 1行入力。

810 入カデータのチェック。

820 出力中止指令のチェック。

830 画面に表示すると共に、ホストに送信。

840 論理終了レコード"$$$ EOF" のチェック。

85 0 ハードコピー指定があれば、プリント出力。

860 フロッヒ°ーディスクより 1行入力へ戻る。

870 最終行を送信し、ファイルをクローズ。
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880'He 1 p Key r-ou t i n e 
890 PRINT "f.1=1ogon f.2=user-id 1 f.3=user-id 2 f.4=edit f.5=1ist綽

900 PRINT "f.6=file(w) f.7=wr-ite-stop f.S=file(r-) f.9=r-ead-stop f.10=end" 

910 RETURN 
920'Stop the r-ead file r-outine 
930 COLOR 2:PRINT F$;" File close":COLOR 4 
940 LOG ING= 1: RETURN 
950'Listing Key on r-outine 
960 IF LISTING THEN LISTING=0:0UT &H10,&H13:0UT &H40,0:0UT &H40,1 ELSE LISTING=! 

: OUT &H10 ,&Hl 1 :OUT &H40 ,0 :OUT &H40, 1 :LPRINT CHR$(&H18); •a.,• 
970 RETURN 

行番号 説 明

880 コメント 巨li日キー押下により実行。
890 

｝ 各ファンクションキーの機能を画面に表示。
900 

920 コメント ビ三りキー押下により実行。

940 フロッピーディスクからの送信を、強制終了させる出力中止スイッチオン。

950 コメント ビ□目キー押下により実行。

960 ハードコピー指定スイッチをオンにし、プリンターをONLINEにする。又すでにハー

ドコビー指定スイッチがオンの時は、オフにし、プリンターをOFFLINEにする。

4, 使用方法

PC8801 に第 3章のプログラムを入力し、行番号580行の "KADAIBANG01$PASS-

WORDl"と590行の "KADAIBANGO1 "によく使用する課題番号とパスワードをセットする。

同様に、 610行と 620行にも課題番号とパスワードをセットすることができる。

セットがすめば、このプログラムをフロッヒ°ーディスクか、カセットテープに SAVEしておくと、

次回からはプログラムをロードするだけで済む。

ロードが終れば RUNコマンドでプログラムを実行する。これで PC8801はキャラクターディ

スプレイターミナルとして動作するので、電話でセンターを呼び出し、ピーと言うキャリー音を確認

の上音響カプラーにセットすればよい。

□キーを押下すると "$$$CON,TSS"が送信され、 ACOSとの LOGONが始まる。

もしタイミングが悪くて

多 N1020 14:52:33 NOT ACCEPT -NO CON 

のメッセージが表示されたときは、 再度~ キーを押下すると
HANDAi S1000 TSS Ot・l 06/14/82 AT 14:52:55 CHAMNEL 2704 

USER ID -
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と表示されるはずである。

課題番号はキーボードから入力してもよいが、このプログラムは 2つの課題番号までは記憶させ

ることができるので、その機能を利用するのが便利であろう。

□戸］キー、又は□□打キーで課題番号とパスワードが送信できる。これでLOGONは完了

である。

いままで、端末を使ってこられた利用者は LOGONはビ互亙□ キーと□汀キーを同時に押

下するもの、と思ってこられた方もいるでしょうが、 PC8801でこれをおこなうと HELPキーが押

下された時と同じ結果になってしまうので注意が必要である。

バックスペースはビ□］キーを押下、 BREAKは巨〗互已キーを押下することで出来るが、

BASICだけでプログラムを書いてあるためカーソル表示がないのが残念である。

あとは、普通のキャラクターディスプレイと同じである。もしPC8801のディスプレイにカラー

ディスプレイを使用されている方は、受信データは緑色、送信データは黄色と、見やすくなっている

のに気がつくだろう。

次に、インテリジェント・ターミナルとしての機能説明を行う。

(1) スクリーンエディッタ機能

最近のパーソナル・コンヒ°ュータには、大型コンヒ°ュータ顔まけの強力なエディターを備えて

いるものが多く、 PC 8801のスクリーンエディターも、その一つである。そこでこのスクリーン

エディターを ONLINE中に使用できる様にした。 スクリーンエディターが使用できる時は、

行番号つきのプログラムか、データに限られるが、少量の修正には非常に便利である。

まず、修正すべき所を画面に表示する。 （スクリーンエディターなので画面に表示されていなけ

れば修正できない。）つぎに□□日キーを押下するとカーソルが点滅するので修正すべき行にピ〗

□□]□］キーを用い、カーソルを移動させ、修正する。（削除、挿入は、 PC8801USER'S 

MANUAL第9章スクリーンエディター参照）ビ三lキーを押下すると修正した行、全体が送
信されるのでACOSのカレントファイルを修正することができる。ただし、行の先頭に行番号が

ついていないものは修正できない。

(2) ハードコピー機能

キャラクターディスプレイ・ターミナルを使用していて、必要な時に、必要なだけのハードコビーが

取れると便利なだけでなく、用紙の節約にもなる。

□キーを押下すると、プリンターがONLINEになり、以後、送受信はすべてプリント出力

される。また、すでにハードコピーを取る様になっている時は、 OFFLINEとなり、以後送受信は

プリント出力されなくなる。ただし、この機能はプリンターの種類によっては、使用中 "Line

Buff er overflow"が出力されるものもある。 PC8023-Cでは正常に動作するがPC8821、
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PC8822では30行ほど印字した所で overflowしてしまうので注意を要する。

(3) 受信データのフロッピーディスクヘの書き込み機能

受信したデータをフロッヒ°ーディスクヘ記録できれば、後からそのデータをPC8801のBASIC

で処理したり、またプログラムであれば、サービス時間外にスクリーンエディター等でプログラム

の修正もできるであろう。そのための機能がこれである。

亘キーを押下すると、出力するフロッヒ°ーディスクのファイル名を問い合せてくるので、

ファイル名を入力する。この時"FILES"又は"files "を入力するとフロッビーディスクの

ディレクタリー（ファイルの一覧表）が出力され、再びファイル名を問い合せてくる。

ファイル名を入力すると、そのファイルがオープンされ、以後受信データのみフロッヒ°ーディス

クに書き込まれていく。フロッヒ°ーディスクのファイル名を入力した後、 LISTコマンドでACOS

ファイルの内容を受信すれば、 ACOSファイルの内容を記録することができるし、 RUNコマン

ドを実行すればACOSで実行時に出力されるデータ（たとえば図形処理の座標データ）などを記

録することができる。

受信が終れば、 ビニ汀キーを押下し、フロッピーディスクのファイルをクローズしておく。 こ

れを忘れるとビ□汀キーが押されるまでフロッヒ°ーディスクに受信データが書き込まれること

になる。

以下に実行例を付記する。
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(4) フロッヒ°ーディスクの転送機能

ACOSのTSSサービス時間外にPC8801のスクリーンエディターを使用し、プログラムや

データをフロッピーディスクに作成し、サービス時間にACOSファイルに転送できれば、電話代も

節約になるし、仕事の能率が上るであろう。そのための機能がこれである。

直キーを押下すると、転送すべきフロッヒ°ーディスクのファイル名を問い合せてくる。

この時 "FILES"、又は、"files"を入力すると、フロッビーディスクのディレクタリーが出力さ

れ、再びファイル名を問い合せてくる。ファイル名を入力すると自動的にフロッヒ°ーディスクの内

容が読み出されACOSに送信される。ファイルの内容が終れば、自動的にフロッビーディスクが

クローズされる。
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この機能を用いれば、 ACOSのREADコマンドによってフロッビーディスクの内容を、 ACOS

のファイルに転送することができる。ただい回線スピードが300BPSなので、 1秒間に転送でき

る文字数は30文字弱である。

多量のデータを転送する時は、いくつかのプロックに分けて転送する方が、不慮のシステムダ

ウン等の時、再度最初からのやり直しを防ぐことができる。

以下に実行例を付記する。

笑

紐 EADPPT ----------------READコマンドでPPTを指定する。(FDDでもよ
READY tヽ）
Enter read file name--, 

¥ C-- —ーロ日キ―押下により、フロッピーディスクのファイル
名を問い合せてくるので、ファイル名を入力すると、

ファイルの内容が送信される。

廷 $EOF----------------―ーフロッピーディスクの転送が終了すれば、 ACOSに転送
t 

の終了を示す$$$EOFを、 キーボードから入力し、

(5) その他

送信する。（フロッビーディスクの終りに$$$EOF 

を記録しておけばキーボードから入力する必要はな

tヽ。）

PC8801の巨五五］キーは、 PC8801のBASICプログラムの中断キーである。もしター

ミナルプログラムを実行中に、過ってプログラムを中断すると困るので、 このプログラムでは且五冠］

キーをBREAKキーとして使用し、ターミナルプログラムを終了するには、い口~ キーを押

下することにしにまた、フロッビーディスクの内容をACOSファイルヘ転送中に、 中断したい時

は、 ビ□りキーを押下することにより、随時中断できる様にしてある。

5. おまけ (PC8801での FORTRANプログラム作成方法）

オフライン(PC8801単独で使用）で、 FORTRANプログラム又はデータを作成するには次の

様にするとよい。（以下特に断わらないかぎり PC8801のコマンドを示す）

NEWコマンドでテキストエリアをクリアする。次に、 AUTOコマンドで行番号を自動出力にす

る。ここで FORTRANのプログラムを入力するのだが、このままでは、文番号が行番号と混同す

るので必ず始めに'(アポストロフィー）を付け、コメント行としてプログラムを入力する。

入力が終れば、 日~日キーを押下し、アスキータイプで SAVEする(SAVE"ファイル名”

, A)とテキストエリアのプログラムがフロッヒ°ーディスクに記録されることになる。当然AUTO

コマンドでプログラム作成中は、スクリーンエディタが使用できるので修正、追加が素早くでき、

カードパンチすることに比べたら、数倍便利である。フロッヒ°ーディスクに SAVEしてあるファ

イルも、 LOADコマンドでテキストエリアにLOADして、修正、追加が簡単にできる。
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このフロッピーディスクにSAVEしてあるファイルを、 ACOSに転送してやれば、 FORTRAN 

プログラムが出来上る。ただし'(アポストロフィー）が付いているので、 ACOSのEDITサプ

システムにて RS:/'/; * : / /を実行して、'(アポストロフィー）を空白に置き換える必
要がある。

6. 最後に

以上、 PC 8801をインテリジェント・ターミナルにするためのプログラムについて説明した。

PC8801のユーザマニュアルに、 ターミナルとしての使用方法について記載されているが、実

際ACOSと接続して使用する時に必要な情報は記載されていず、 RS232Cをターミナルの送受

信に使用する時の OPENコマンドが分らず苦労したが、一応ターミナルとして満足できるものが

出来た。

今後の課題としては、 1200BPS以上の回線スビードに追従できる様に、プログラムをBASIC

から機械語に変更することと、グラフィックディスプレイターミナルとしての機能を持つことな

どが上げられる。

パーソナル・コンヒ°ューターは、プログラム次第で利用者の使用目的に合ったパーソナル・ター

ミナルに変身させることができる。この章がこの様な利用者の方々に少しでもお役に立てば幸いで

ある。
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